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1.  平成23年5月期第2四半期の連結業績（平成22年6月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第2四半期 73,907 6.2 10,566 43.7 9,927 45.8 4,809 30.6
22年5月期第2四半期 69,603 △5.9 7,355 9.0 6,811 19.6 3,682 105.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第2四半期 26.51 26.51
22年5月期第2四半期 20.29 20.27

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第2四半期 201,629 130,273 60.9 676.60
22年5月期 202,641 127,829 59.4 663.88

（参考） 自己資本   23年5月期第2四半期  122,723百万円 22年5月期  120,441百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年5月期 ― 10.00
23年5月期 

（予想）
― 10.00 20.00

3.  平成23年5月期の連結業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 151,000 7.1 19,500 21.9 19,000 18.4 11,500 16.5 63.40



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の実績に与える不確実な要因
に係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。なお、
業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご参照く
ださい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期2Q 182,503,570株 22年5月期  182,503,570株
② 期末自己株式数 23年5月期2Q  1,120,786株 22年5月期  1,083,291株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期2Q 181,404,511株 22年5月期2Q 181,512,316株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年６月１日から平成22年11月30日まで）のわが国経済は、中国を中

心とする新興国向けの輸出に支えられ回復基調を続けてきたものの、円高、政府の各種補助金終了等を背

景に、改善の足取りが弱まりつつあり、個人消費の低迷、長期化するデフレによる価格競争の激化など先

行きが不透明な状況で推移しました。 

このような状況の中、当社グループは3ヵ年からなる中期事業計画PhaseⅠをスタートさせ、重点事業へ

の経営資源の最適配分、海外展開の強化に加え、収益体質の強化を目指し、一層のコストダウンの推進、

販売品目の整理、生産拠点の最適化に取り組みました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、医薬事業が本年４月の薬価基準引き下げの影響を受

け前年同四半期を下回ったものの、機能化学品事業及びセイフティシステムズ事業が回復したことにより、

739億７百万円と前年同四半期に比べ43億４百万円(6.2％)増加しました。 

営業利益は、機能化学品事業が堅調に推移し、105億６千６百万円と前年同四半期に比べ32億１千１百万

円(43.7％)増加しました。 

経常利益は、99億２千７百万円と前年同四半期に比べ31億１千６百万円(45.8％)増加しました。 

四半期純利益は、48億９百万円と前年同四半期に比べ11億２千６百万円(30.6％)増加しました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

【機能化学品事業】 

機能性材料事業は、半導体封止材用エポキシ樹脂が顧客の生産調整の影響で第１四半期に比べて落ち込

んだものの、前年同四半期を上回りました。紫外線硬化型樹脂は前年同四半期を下回りました。機能性材

料事業全体では前年同四半期を下回りました。 

電子情報材料事業は、プラズマディスプレイ用フィルムが前年同四半期を下回りましたが、光ディスク

用樹脂、インクジェットプリンター用色素、液晶シール材が前年同四半期を上回りました。㈱ポラテクノ

でも液晶ディスプレイ用偏光フィルムが堅調に推移したため、前年同四半期を上回りました。電子情報材

料事業全体では前年同四半期を上回りました。 

触媒事業は、アクリル酸製造用触媒の需要が回復し、前年同四半期を上回りました。 

色材事業は、繊維用染料が堅調に推移し、前年同四半期を上回りました。 
この結果、売上高は358億４千６百万円、営業利益は61億６千５百万円となりました。 

【医薬事業】 

国内向け製剤は、「ビカルタミド錠NK」、「パクリタキセル注NK」、「カルボプラチン点滴静注液NK」

等の抗がん剤が堅調に推移し、前年同四半期を上回りました。一方、「動注用アイエーコール」、「ラン

ダ注」等の抗がん剤が競合品等の影響により、前年同四半期を下回りました。国内向け製剤全体では前年

同四半期を下回りました。 

輸出は、ブレオ類（抗がん剤）が前年同四半期を下回り、輸出全体でも前年同四半期を下回りました。 

国内向け原薬は、医薬品原料が前年同四半期を上回り、国内向け原薬全体でも、前年同四半期を上回り

ました。 

診断薬は前年同四半期を上回りました。 
この結果、売上高は248億６千１百万円、営業利益は52億６百万円となりました。 

【セイフティシステムズ事業】 

国内で実施されていたエコカー補助金が９月に終了したため、その影響を一部受けたものの、中国をは

じめとする新興国での自動車販売台数の増加により、シートベルトプリテンショナー用マイクロガスジェ

ネレータ、及びエアバッグ用インフレータの販売は、前年同四半期を上回りました。 

この結果、売上高は93億２千６百万円、営業利益は７億３千３百万円となりました。 

【その他】 

アグロ事業は、国内・輸出ともに前年同四半期を下回りました。 

不動産事業他は、前年同四半期を下回りました。 

この結果、売上高は38億７千２百万円、営業利益は９億８千１百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

総資産は2,016億２千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億１千２百万円減少しました。流動資

産は13億３千９百万円増加しました。これは主に現金及び預金の増加等によるものです。固定資産は有形
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固定資産及び投資有価証券の減少等により22億６千７百万円減少しました。 

負債は713億５千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ34億５千６百万円減少しました。これは主に

借入の返済による減少等によるものです。 

純資産は1,302億７千３百万円で、前連結会計年度末に比べ24億４千４百万円増加しました。これは主に

為替換算調整勘定の減少があったものの、利益剰余金の増加等によるものです。 

 
②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ12億８千２百万円減少し、345

億３千万円（前年同四半期は331億１千５百万円）となりました。各キャッシュ・フローの状況については、

次のとおりです。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、81億５百万円の収入（前年同四半期は100億３千１百万円の収

入）となりました。これは主に前渡金の増加が25億９百万円、引当金の減少が10億７百万円、売上債権の

増加が９億９千５百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益が89億１千８百万円、減価償却費が42

億８千３百万円あったことによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、34億６千７百万円の支出（前年同四半期は48億９千５百万円の

支出）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が31億２千８百万円、無形固定資産の取

得による支出が２億５千３百万円あったことによるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、54億９千４百万円の支出（前年同四半期は68億３千万円の支

出）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出が28億８千１百万円、配当金の支払額が18億

６百万円、建設協力金の返済による支出が４億９千２百万円あったことによるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

今後の当社グループを取り巻く経営環境は輸出を中心に回復基調にあるものの、依然として先行きが不

透明な状況が続くものと思われます。当社グループは事業環境の変化に対応できる強固な収益体質を構築

するとともに、環境・省エネルギー関連材料の研究開発の促進など新たな成長市場への展開を加速させ、

収益の拡大を図ってまいります。 

なお、第３四半期以降の為替レートは、１米ドル85円を想定しています。 

通期の業績予想の修正に関する事項は、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。 
 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ１百万円減少し、税金等調整

前四半期純利益が70百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動

額は102百万円であります。 

 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 



３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,854 17,427 

受取手形及び売掛金 47,682 47,181 

有価証券 14,795 18,512 

商品及び製品 16,268 16,342 

仕掛品 1,954 1,927 

原材料及び貯蔵品 7,045 6,886 

その他 11,366 9,439 

貸倒引当金 △55 △145 

流動資産合計 118,912 117,572 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,042 31,800 

機械装置及び運搬具（純額） 14,661 15,957 

その他（純額） 14,723 13,879 

有形固定資産合計 60,427 61,637 

無形固定資産   

のれん 1,623 1,835 

その他 2,373 2,442 

無形固定資産合計 3,997 4,277 

投資その他の資産   

投資有価証券 13,475 13,896 

その他 4,603 4,944 

貸倒引当金 △125 △110 

投資その他の資産合計 17,952 18,730 

固定資産合計 82,378 84,646 

繰延資産 338 422 

資産合計 201,629 202,641 
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(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,723 14,531 

短期借入金 11,670 12,147 

未払法人税等 3,337 2,055 

その他 13,850 14,213 

流動負債合計 43,582 42,947 

固定負債   

長期借入金 8,640 11,672 

退職給付引当金 4,011 4,584 

負ののれん 567 643 

その他 14,553 14,964 

固定負債合計 27,773 31,864 

負債合計 71,355 74,812 

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,932 14,932 

資本剰余金 17,265 17,264 

利益剰余金 91,608 88,613 

自己株式 △744 △713 

株主資本合計 123,062 120,097 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 563 460 

為替換算調整勘定 △901 △116 

評価・換算差額等合計 △338 343 

少数株主持分 7,549 7,387 

純資産合計 130,273 127,829 

負債純資産合計 201,629 202,641 
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(2) 四半期連結損益計算書 
 【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 69,603 73,907 

売上原価 42,063 43,997 

売上総利益 27,540 29,910 

販売費及び一般管理費 20,184 19,343 

営業利益 7,355 10,566 

営業外収益   

受取利息 91 51 

受取配当金 215 198 

負ののれん償却額 39 76 

持分法による投資利益 69 101 

その他 359 716 

営業外収益合計 775 1,144 

営業外費用   

支払利息 254 185 

為替差損 822 1,321 

その他 242 276 

営業外費用合計 1,318 1,783 

経常利益 6,811 9,927 

特別利益   

固定資産売却益 37 8 

特別利益合計 37 8 

特別損失   

固定資産処分損 177 274 

投資有価証券評価損 112 676 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68 

特別損失合計 290 1,018 

税金等調整前四半期純利益 6,558 8,918 

法人税、住民税及び事業税 2,565 3,172 

法人税等調整額 237 525 

法人税等合計 2,803 3,698 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 5,219 

少数株主利益 72 410 

四半期純利益 3,682 4,809 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,558 8,918 

減価償却費 4,951 4,283 

引当金の増減額（△は減少） △214 △1,007 

受取利息及び受取配当金 △306 △250 

支払利息 254 185 

持分法による投資損益（△は益） △69 △101 

有形固定資産売却損益（△は益） △37 △8 

有形固定資産処分損益（△は益） 177 274 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68 

投資有価証券売却損益（△は益） － △2 

投資有価証券評価損益（△は益） 112 676 

売上債権の増減額（△は増加） △3,077 △995 

たな卸資産の増減額（△は増加） 103 △516 

前払費用の増減額（△は増加） △210 34 

未収入金の増減額（△は増加） 614 191 

前渡金の増減額（△は増加） － △2,509 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,711 538 

未払金の増減額（△は減少） 715 △358 

未払費用の増減額（△は減少） 71 △334 

その他 919 720 

小計 12,274 9,805 

利息及び配当金の受取額 334 281 

利息の支払額 △271 △184 

法人税等の支払額 △2,640 △1,804 

法人税等の還付額 334 7 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,031 8,105 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △57 △0 

定期預金の払戻による収入 53 0 

有形固定資産の取得による支出 △3,561 △3,128 

有形固定資産の売却による収入 124 18 

無形固定資産の取得による支出 △53 △253 

有価証券の取得による支出 △1,499 △1,998 

有価証券の償還による収入 499 1,998 

投資有価証券の取得による支出 △47 － 

投資有価証券の売却による収入 － 12 

長期前払費用の取得による支出 △29 △31 

固定資産撤去に伴う支出 △103 △284 

子会社株式の取得による支出 △66 － 

短期貸付金の増減額（△は増加） △125 86 

その他 △28 112 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,895 △3,467 
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

子会社の自己株式の取得による支出 △3,443 － 

短期借入金の純増減額（△は減少） 84 △173 

長期借入れによる収入 1,500 － 

長期借入金の返済による支出 △2,449 △2,881 

建設協力金の返済による支出 △492 △492 

配当金の支払額 △1,815 △1,806 

少数株主への配当金の支払額 △159 △98 

その他 △54 △41 

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,830 △5,494 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △251 △425 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,945 △1,282 

現金及び現金同等物の期首残高 35,061 35,813 

現金及び現金同等物の四半期末残高 33,115 34,530 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

a.事業の種類別セグメント情報 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年６月１日 至 平成21年11月30日） 

 
機能化学品
事 業 

(百万円) 

医 薬 
事 業 

(百万円)

セイフティ
システムズ
事 業 

(百万円)

その他 
事 業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する売上高 32,021 25,116 8,354 4,111 69,603 － 69,603

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

29 7 － 13 49 (49) －

計 32,050 25,123 8,354 4,125 69,653 (49) 69,603

営業利益又は営業損失（△） 4,046 4,895 △108 1,010 9,843 (2,488) 7,355

 

(注) １ 事業の区分は、売上集計区分によっております。 

２ 事業区分に属する主要な製品 

事業区分 売上区分 主要製品 

機能化学品事業 機能性材料 エポキシ樹脂、エポキシ樹脂用硬化剤、合成樹脂用難燃剤、紫外線

硬化型樹脂、ポリイミド・ポリアミド樹脂、高機能化学品 

 電子情報材料 液晶ディスプレイ用部材、液晶プロジェクタ用部材、Ｘ線分析装置

部材、機能性フィルム、光ディスク用樹脂、液晶ディスプレイ用シ

ール材、機能性色素、インクジェットプリンター用色素 

 触媒 アクリル酸製造用触媒、メタクリル酸製造用触媒、プラントライセ

ンスビジネス 

 色材 分散染料、カチオン染料、酸性染料、反応染料、直接染料、硫化染

料、蛍光染料、繊維・紙用機能性薬剤、非繊維用特殊色材 

医薬事業 医薬品 抗悪性腫瘍剤、神経系薬剤、循環器用薬剤、消化器用薬剤、代謝性

薬剤、抗生物質製剤、消炎鎮痛パップ剤、放射性医薬品、医療機

器、医薬原薬・中間体、食品・食品添加物、食品品質保持剤、動物

用医薬品、飼料・飼料添加物、診断薬 

セイフティシステ

ムズ事業 

セイフティシステムズ エアバッグ用インフレータ、シートベルトプリテンショナー用マイ

クロガスジェネレータ、スクイブ 

その他事業 その他 
殺虫剤、除草剤、殺菌剤、殺ダニ剤、防疫用殺虫剤、土壌殺菌剤、

動物忌避剤、生物農薬、不動産事業 
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b.所在地別セグメント情報 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年６月１日 至 平成21年11月30日） 

 
日本 

(百万円) 

その他の地域

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 60,854 8,748 69,603 － 69,603

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

2,554 2,588 5,142 (5,142) －

計 63,408 11,337 74,746 (5,142) 69,603

営業利益 9,774 111 9,886 (2,531) 7,355
 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

その他の地域・・・アメリカ、チェコ、香港、中国 

c.海外売上高 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年６月１日 至 平成21年11月30日） 

 アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 13,901 8,690 22,592

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 69,603

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高
の割合（％） 

20.0 12.5 32.5

 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・中国、香港、台湾 

(2) その他の地域・・・アメリカ、ドイツ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
 

 

【セグメント情報】 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１  報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。 

 当社グループの報告セグメントは製品別に事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品について

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、主に事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構

成されており、「機能化学品事業」、「医薬事業」、「セイフティシステムズ事業」の３つを報告

セグメントとしております。 
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 各報告セグメントに属する主要な製品・サービスの種類は、下表のとおりであります。 

報告セグメント 売上区分 主 要 製 品 

機 能 性 材 料

エポキシ樹脂、エポキシ樹脂用硬化剤、反応性難燃樹脂、

紫外線硬化型樹脂、ポリイミド・ポリアミド樹脂、高耐熱

機能性接着シート、高機能化学品 

電 子 情 報 材 料

液晶ディスプレイ用部材、液晶プロジェクタ用部材、X線分

析装置部材、機能性フィルム、光ディスク用樹脂、液晶デ

ィスプレイ用シール材、MEMS用レジスト、機能性色素、イ

ンクジェットプリンター用色素、感熱顕色剤 

触 媒
アクリル酸製造用触媒、メタクリル酸製造用触媒、プラン

トライセンスビジネス 

機 能 化 学 品 事 業 

色 材

分散染料、カチオン染料、酸性染料、反応染料、直接染

料、硫化染料、蛍光染料、繊維・紙用機能性薬剤、非繊維

用特殊色材 

医 薬 事 業 

抗悪性腫瘍剤、神経系用薬、循環器官用薬、消化器官用

薬、ビタミン剤およびその他代謝性医薬品、放射性医薬

品、化学療法剤、消炎鎮痛パップ剤、体外診断用医薬品、

医療機器、医薬原薬・中間体、食品・食品添加物、食品品

質保持剤 

セ イ フ テ ィ シ ス テ ム ズ 事 業
エアバッグ用インフレータ、シートベルトプリテンショナ

ー用マイクロガスジェネレータ、スクイブ 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年６月１日  至  平成22年11月30日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
機能化学品

事業 
医薬事業

セイフテ
ィシステ
ムズ事業

計 

その他
(注)１

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連
結損益計
算書計上

額 
（注）３

売上高   
 

  外部顧客への売上高 35,846 24,861 9,326 70,035 3,872 73,907 － 73,907

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

12 14 － 27 13 41 △41 －

計 35,859 24,876 9,326 70,063 3,885 73,949 △41 73,907

セグメント利益 6,165 5,206 733 12,105 981 13,087 △2,520 10,566

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アグロ事業、不動産事業を含ん

でおります。 

(注)２ セグメント利益の調整額△2,520百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,513百万

円、セグメント間取引消去△７百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。 

(注)３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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